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青山学院大学

2014年理工 A方式第 2問

2 平面上に，ÎAOB = ¼
2
，OA = 2，OB = 3であるような三角形 OABがある．辺ABの中点をMとす

る．三角形ABPが正三角形になるように，直線ABに関して点Oの反対側に点 Pをとる．このとき，
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OBである．

(2) 点Oから辺ABに垂線を下ろし，辺ABとの交点をHとすると，

¡!
OH =
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である．

(3) MP =

C
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で，
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MPと

¡!
OHとが平行であることに注意すると，
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である．


